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1．問題の所在

保育士資格について、指定保育士養成施設
では、開講科目等の基準や教授科目内容等が
定められており、保育実習についても同様に

「保育実習実施基準」（表1）が示されている。
その内訳は、「保育実習Ⅰ」必修科目4単位（保
育所実習2単位・施設実習2単位）「保育実習Ⅱ」
必修選択科目（保育所実習2単位）、「保育実
習Ⅲ」選択必修科目各2単位（保育所以外の
施設実習）となっている。

このように保育士資格の基準の中心の一つ
に位置づけられている施設実習ではあるもの
の、その事前の学習、特に社会福祉関連科
目の学習が不足しがちであるという課題が
存在する。その背景の一つには、「保育所保
育」に関わる学習への偏りが指摘されてい
る1 ）。例えば、A 養成校では社会福祉士の受
験資格も必要な単位を取得すれば得ることが
できるため、保育士資格と社会福祉士の受験
資格の両方を得て将来保育所以外の児童福祉
施設の職を考えている学生も一定数いる環境
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（表1）保育実習実施基準

第2　履修の方法
1　 保育実習は、次の第3欄に掲げる施設につき、同表第2欄に掲げる履修方法により行うもの

とする。

実習種別
（第1欄）

履修方法（第2欄）
実習施設
（第3欄）単位数 施設におけるおおむねの

実習日数
保育実習Ⅰ

（必須科目）
保育実習Ⅱ

（選択必須科目）
保育実習Ⅲ

（選択必須科目）

4単位

2単位

2単位

20日

10日

10日

（Ａ）

（Ｂ）

（Ｃ）

備考1　第3欄に掲げる実習施設の種別は、次によるものであること。
（Ａ）… 保育所、幼保連携型認定子ども園又は児童福祉法第6条の3第10項の小規模保育事業（た

だし、「家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準」（平成26年厚生労働省令第61
号）第3章第2節に規定する小規模保育事業Ａ型及び同章第3節に規定する小規模保育 B
型に限る）若しくは同条第12項の事業所内保育事業であって同法第34条の15第1項の事
業及び同法同条第2項の認可を受けたもの（以下「小規模保育Ａ・Ｂ型及び事業所内保
育事業」という。）及び乳児院、母子生活支援施設、障害児入所施設、児童発達支援
センター、障害者支援施設、指定障害福祉サービス事業所（生活介護、自立訓練、就
労移行支援又は就労継続支援を行うものに限る）、児童養護施設、児童心理治療施設、
児童自立支援施設、児童相談所一時保護施設又は独立行政法人国立重度知的障害者総
合施設のぞみの園

（Ｂ）…保育所又は幼保連携型認定子ども園或いは小規模保育Ａ・B 型及び事業所内保育事業
（Ｃ）… 児童厚生施設又は児童発達支援センターその他社会福祉関係諸法令の規定に基づき設

置されている施設であって保育実習を行う施設として適当と認められるもの（保育所
及び幼保連携型認定子ども園並びに小規模保育Ａ・Ｂ型及び事業所内保育事業は除
く。）

備考2 　保育実習Ⅰ（必須科目）4単位の履修方法は、保育所又は幼保連携型認定子ども園或い
は小規模保育Ａ・Ｂ型及び事業所内保育事業における実習2単位及び（Ａ）に掲げる保育
所又は幼保連携型認定子ども園或いは小規模保育Ａ・B 型及び事業所内保育事業以外の
施設における実習2単位とする。
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であるが、各養成校によっては、保育士資格
以外に取得できる資格の組み合わせも異な
り、保育所保育士のみを卒業後のイメージと
してもっている学生が多いことも珍しくない
だろう。しかし、保育士という国家資格の意
義と役割について考えるとき、保育実習を含
む保育士養成課程のカリキュラムが、「保育
所保育」ばかりを中心に据えてしまいがちで
あるという現状の課題は無視できるものでは
ない。中山は、「保育士養成課程や社会福祉
士養成課程における保育所保育以外の、子ど
もを対象とした児童福祉施設で専門職として
の働きが期待できるカリキュラムが用意され
ていない」と指摘する2 ）。国家資格である「保
育士」は、保育所だけではなく、施設で生活
する子どもの養護にも関わる専門性を有して
おり、児童福祉や福祉の現場で幅広く活躍で
きる福祉職であることを踏まえた上で、養成
校における教育内容について問い直し続けて
いく必要がある。 

全国児童養護施設協議会が令和3年（2021
年）に示した『今後の児童養護施設に求めら
れるもの』3 ）は、
　「令和2年度児童養護施設の役割・機能に関
する調査」をまとめた報告書である。その中
では、 近年、特に求められてきている児童養
護施設の高機能化および多機能化の波を前に
して、「個別的養育機能」「支援拠点機能」「地

域支援機能」という3つの機能が児童養護施
設の基本構造として位置づけられている。時
代の変化を受けて児童養護施設職員に求めら
れる専門性も高まってきていることも示され
ている。

 全国児童養護施設協議会は、平成29年に『改
訂　児童養護施設の研修体系　―人材育成の
ための指針―』4 ）を示した。この研修体系
では8分野の専門領域と6階層の育成レベルと
によって目標とされる研修内容が示されてい
る。6階層の育成レベルは「入職前職員」「新
任職員」「中堅職員」「上級職員」「基幹的職員」

「施設長」であるが、この内で実習生に最も
近い位置にある「入職前職員」の項のみを抜
き出したものを表2に示す。

この入職前職員の研修内容からは、施設に
入職する前に保育士養成校において学生が学
ぶべきことが見えてこよう。しかし、養成校
において、このような学習が施設実習の前後
にどれほどなされているか、という点につい
ては課題がある。例えば、施設実習に臨む以
前の施設理解が不十分となりがちであること
が指摘されている。多田内・重永は、ある短
大の保育士養成課程における施設実習を終え
た学生へのアンケート調査を行っている3 ）。
この調査において、入学時から施設への希望
を持っていた学生はわずかであり、大半の学
生は施設への就職を考えていなかった状況が

（表2）入職前職員の研修内容
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報告されている。そして、施設実習を終えた
学生の大半は「施設に対する理解が深まり意
識の変化があった」、また施設実習を通して

「施設保育士の仕事、活動に理解が得られた」
と述べる。この施設実習後の学生の意識変化
から、施設実習の意義と効果について評価が
なされている。しかし、この調査結果を受け
て、杉浦・岩崎は、「しかし、この結果は裏
を返せば、施設実習に臨む前の学生は、「保
育所以外の児童福祉施設等に関する理解を十
分に得ていない」ことを明示していると捉え
ることもできる。」と、指定保育士養成施設
における保育者養成のカリキュラムにおい
て、社会福祉関連科目の学習が課題となりや
すいということを指摘している4 ）。

A 養成校では「保育実習Ⅰ」のうちの「施
設実習」を児童養護施設で実施している。児
童養護施設での実習は、入所施設という児童
の生活の場ではあるが、その中で、宿泊を伴
うもの、さらには夜勤や宿直等これまでに経
験したことのない状況に直面することもあ
り、施設実習に対して漠然とした不安を抱え
る学生も少なからずいる。こうした学生の抱
える不安の中には、養成校における実習の事
前の学習内容を工夫することによって、解消
される可能性もある。

 
保育ソーシャルワークと保育士養成施設のカ
リキュラムについて
「新しい社会的養育ビジョン」において近

年、社会的養護の文脈から、子どもの最善の
利益あるいは意見表明権といった当事者主体
の保育ソーシャルワークのアプローチが注目
されてきている。また、保育所でも同様に保
育ソーシャルワークは求められており、施設
保育士だけではなく保育士養成施設のカリ
キュラムにおいてソーシャルワークの技術や
倫理を修得することが求められている。

塩野谷によると、「保育ソーシャルワーク
の担い手については、園長・副園長等の保育
施設の管理職か、保育者以外の社会福祉士等
の資格を持つ者かなど、様々な可能性がある
が、いずれにせよ施設保育士に限らず、子ど
もの貧困や虐待等が重大な問題となっている
今日の社会では、保育所保育士も、そして幼
稚園教諭も新たに学び、あるいは学び直す必
要がある」5 ）と言われている。

また、塩野谷によれば当時の厚生労働省保
育士養成課程等検討会資料「保育士養成課程
の改正内容について」にも「保育との関連で
ソーシャルワークの基礎的技術を習得する」
と指摘されている。
「社会的養護」と「社会的養護内容」も、

時を同じくして生まれた科目である。前者は
それまでの「養護原理」、後者は「養護内容」
の科目名の変更とされる。これら2科目が保
育士養成上、近年設けられたものであるこ
とが注目される。ところで「養護内容」は、
1970年に保育士養成課程に選択必修科目とし
て登場した。その後2001年に必修科目となり、
しかし単位数は2単位から1単位に削減されて
いる。当時の保育士養成課程等検討委員会の
議論では、「保育所以外の児童福祉施設にお
ける保育士としての専門性の確保など時代の
ニーズに合った科目の強化」を図ったものと
された。すなわち「養護内容」の必修化は、『施
設保育士』の専門性を確保するためであり、

『演習』という授業形態によってその具体的
な理解を求めたものであった。

今日、保育士養成段階では、教科目の中に
ソーシャルワークについて理解を求めるもの
が含まれていることは間違いない。しかしな
がら、すべての保育士に必要な専門的力量の
一部として十分に認められているかといえ
ば、疑わしい状況にある。
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施設実習のソーシャルワーク的性質と専門職
教育

上述のように、現在の保育士養成施設のカ
リキュラムにおいてソーシャルワークについ
て理解を求める科目が増えてきている現状が
あるが保育士に求めるソーシャルワークにつ
いて理念上はその姿が曖昧なままであるとい
う指摘もされている。丸目によれば、児童福
祉法は1997（平成9）年の改正の際に「保育
に関する相談に応じ、助言を行うこと」が努
力義務となり、さらに2003（平成15）年の改
正により「保護者の保育に関する指導」が保
育士の業務内容として、新たに追加された。
 また、2008（平成20）年に改訂された保育所
保育指針の中でも、保育所の役割として入所
児童の保護者および地域の子育て家庭に対す
る支援が追加され、保育士の役割の1つとし
て明記された1 ）。また、丸目は保育ソーシャ
ルワークには”現場”がないと指摘している。
それは児童福祉施設の設備及び運営に関する
基準に、ソーシャルワークを担う者について
位置づけがないため、保育士もしくはその他
の職員が専任としてソーシャルワークを行っ
ている状況が成立しにくい状況から生まれて
いる6 ）。 

つまり、保育士養成課程には施設保育士の
教育カリキュラムが存在し、その意味でソー
シャルワークの指導がすでに行われてきては
いるが、明確に「これが保育ソーシャルワー
クである」といったようなソーシャルワーク
という定義づけがなされていないのと同時に
ソーシャルワークを行う人々（特に保育所）
が不在のため全体的なコンセンサスとして保
育士に保育ソーシャルワークの担い手となる
意識が欠如している状態なのである。しかし、
児童福祉法では、相談援助も要求しており保
育士養成課程のカリキュラム上では、ソー
シャルワークが求められているのにも関わら

ず、それが保育者養成カリキュラムとして全
体的に無矛盾な状態で取り扱われていないの
が現状である。それでは、保育ソーシャルワー
クの定義が確定しないまま見切り発車でカリ
キュラムに組み込まれているとしたら、どの
ようにその実践の場である「施設実習」の内
容に組み込まれているのかを明らかにした
い。つまり、保育ソーシャルワークの定義に
論者ごとの相違があるにもかかわらず、実際
には保育者養成カリキュラムですでに教育さ
れている現状があり、その形式がどのような
記述でなされているのかを次節以降で明らか
にする。

2．分析対象資料について

本節では、保育士養成課程のカリキュラム
上で保育ソーシャルワークがどのように取り
扱われているのかを比較検討するために、以
下8冊の「施設実習」に関するテキストを分
析対象とする。

テキスト選定の基準としては、保育士養成
あるいは社会福祉士の養成シリーズが出てき
ており、大学や短期大学の保育士養成校でも
利用されている代表的な出版社のものを分析
資料とした。また、近年では、保育士養成の
実習のテキストのうち、「施設実習」と「保
育所実習」とを分けて出版されているものも
ある。本論では、施設実習のテキストの比較
のみを行っている。その理由としては、「保
育所実習」のテキストでは、保育ソーシャル
ワークの必要性がほとんど記述されておら
ず、子育て支援に限定したような記述になっ
ていることが多いからである。また、保育所
保育指針にも2か所程度しかその記述が出現
しておらず、それは子育て支援の記述に偏っ
ている。

施設実習は、保育ソーシャルワークの指導
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において、欠かせない科目となっている。な
ぜなら、施設実習においては「施設保育士」
の技能的側面に焦点を当てた記述が多くなっ
ているからである。前節までに、保育ソーシャ
ルワークの対象となるイメージがカリキュラ
ム上そして学生においても明確に確立されて
いないと指摘したが、代表的なテキストにお
いて「ソーシャルワーク」という記述がある
部分を抽出したところ、それらの記述保育
ソーシャルワークが実体化されてないことが
明らかになった。

また、施設実習の目的自体が保育士の学び
に必要不可欠な科目として学生に理解されて
いない現状がある。それゆえ、施設実習の目
的と意義についてどのように記述されている
かを以下の表3の8冊から抽出した。

その結果としては、実習内容と関連して保
育ソーシャルワークがどのような意義がある
のかといったことについて、8冊中5冊であり

ほとんどあるいは全く言及されていなかっ
た。言及されているものでも「保育ソーシャ
ルワーク」について数行程度しか記述されて
いない。ただし、全国社会福祉協議会による
テキストでは、保育ソーシャルワークとケア
ワークの相違点を抑えつつ1章を割いて記述
されている。また、ソーシャルワークを施設
実習に行くための目的として記述されている
テキストも散見された。現状の課題として、
まずカリキュラムのレベルにおいて保育ソー
シャルワークどころかソーシャルワークの必
要性の理解をさせるような記述さえもないこ
とが挙げられる。また、施設実習の目的と意
義についても保育ソーシャルワークの考え方
や技法を反映させた記述がほとんど見られな
いのが現状である。つまり、「なぜ、保育士
は児童福祉法に規定される施設で実習するの
か」という説明が、多くのテキスト内で十分
に示されていない。このことは、学生が実習

（表3）分析対象資料

｠ タイトル 出版年 著者名

同文書院 Let’s have a dialogue ！ワークシー
トで学ぶ施設実習 2020年 和田上貴昭・那須信樹・原 孝成　編著

萌文書林 より深く理解できる施設実習 2020年 松本峰雄　監修　藤 京子・増南太志・中島
健一朗　著

中央法規 保育実習 2019年 近喰 晴子 （編集）, 寅屋 壽廣 （編集）, 松田 
純子 （編集）, 児童育成協会 （監修）

福村出版 保育者の資質・能力を育む　保育所・
施設・幼稚園実習指導 2019年

槇 英子 （著 , 編集）, 齊藤 崇 （著 , 編集）, 
江津 和也 （著 , 編集）, 桃枝 智子 （著 , 編集）, 
柏女 霊峰 （監修）

同文書院
知りたいときにすぐわかる　幼稚
園・保育所・児童福祉施設等実習ガ
イド

2014年 石橋 裕子、 林 幸範

全国社会
福祉協議
会

保育専門職と保育実践――保育実習
/ 保育内容の理解と実践 2019年 『最新 保育士養成講座』総括編纂委員会 （編

集）

ミ ネ ル
ヴァ書房 保育・教育実習 2020年 大豆生田啓友 （編集）, 三谷大紀 （編集）, 

松山洋平 （編集）

みらい 保育士をめざす人のための施設実習
ガイド 2020年 保育士をめざす人のための施設実習ガイド
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保育者養成課程における保育ソーシャルワーク教育の課題－「施設実習」の保育ソーシャルワークにかかるカリキュラムからの考察－

前教育において感じる不安につながる要因の
一つであろう。施設実習に行くことの意義を
理解した上で実習に臨み、より実践的に保育
ソーシャルワークを理解していくためには、
学生が他の授業で学んだ知識等を、施設実習
の意義や保育ソーシャルワークの現代的必要
性の観点に結びつけ、位置づけなおしていく
ようなテキストの 記述内容も重要である。

それでは、次節において、以下、表4に詳
しくリスト化したテキストの比較データを概
観しつつ、いかに施設実習と保育ソーシャル
ワークの技法や倫理に関する記述内容がリン
クされていないかといった課題を明らかにし
たい。

3．テキストの横断比較の分析結果

前述のように8冊のテキストの内、5冊で実
習内容と関連して保育ソーシャルワークが記
述されている。その5冊のテキストは、同文
書院、中央法規、全国社会福祉協議会から出
版されているものである。それぞれのテキス
トの内、本論文で対象となる箇所について抜
き出し、比較したものが表4である。

まず、同文書院から出版されているテキス
トでは、「社会的養護を担う施設の各運営指
針を踏まえて、家庭的養護の推進、治療的支
援の実施、アドミッションケアからアフター
ケアまでの継続した支援」という記述がある
ように、施設に入所する子どもに関して入り
口から出口までのケアを行っていく必要性が
記述されている。また個別のニーズにも対応
するような形で、「対象の年齢や発達、福祉
ニーズの違いに応じて生活支援および家庭支
援を行う」と書かれている。ソーシャルワー
クという記述はないものの、退所後の調整や
家庭支援まで含めるとソーシャルワークの技
法を保育士にも求めているような記述になっ

ている。
中央法規から出版されているテキストに

は、「子育て家庭への支援や地域レベルでの
子育て支援、子どもが健やかに育つための地
域社会環境の整備等が求められている。こう
した職務は、いわゆる「ソーシャルワーク」
の実践と考えることが出来る」とあるように、
子育て支援中心の記述が記載されている。こ
れは、保育所保育指針解説にあるソーシャル
ワークと記述部分が子育て支援に影響してお
り、反映したものだと考えられる。つまり、
施設保育士たる児童福祉法に規定する保育
ソーシャルワークの実質的な内容が書かれて
おらず、特別なニーズをもつ社会的養護が必
要な子どもに対してのアプローチや配慮等が
記述されていない内容になっている。

全国社会福祉協議会によるテキストでは、
「地域のすべての子どもと保護者の代弁者と
しての意識をもつことも重要である。～中略
～保護者の代弁者となり、保育内容や制度を
充実していくようなはたらき（ソーシャルア
クション）につなげる必要もある。」とある
ように、保育内容のみならずソーシャルアク
ションといったような地域資源の開発や調整
といった役割が保育士に課せられているとい
うことが明確に記述されている。また、「子
ども達は親の家庭で暮らすことを夢に見てい
る。そのために児童福祉施設等では、生活支
援だけでなく、家族再統合に向けたファミ
リーソーシャルワークも施設では重要な任務
となる。～中略～子どもや利用者にとって、
施設外や事業所外の諸資源との関係が、施設
入所時やサービスを利用する時点、その後の
施設生活やサービス利用中の暮らし、そして
施設を退所した後などの生活の質に大きくか
かわってくる。そのため施設内だけではなく、
外に働きかけて社会資源を活用し、個々の環
境を調整するソーシャルワークがケアワーク



中田　喜一・佐々木　徹雄・吉森　恵

－88－

（
表
4）
各
資
料
の
記
述
内
容

出
版

年
出

版
社

タ
イ

ト
ル

名
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

ク
へ

の
言

及
施

設
実

習
の

必
要

性
へ

の
言

及
（

意
義

・
目

的
等

）
20

20
年

同
文

書
院

Le
t’

s 
ha

ve
 

a 
di
al
og

ue
！

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

で
学

ぶ
施

設
実

習

「
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
で

学
ぶ

施
設

実
習

」
で

は
、

厚
生

労
働

省
が

示
す

、
社

会
的

養
護

を
担

う
施

設
の

各
運

営
指

針
を

踏
ま

え
て

、
家

庭
的

養
護

の
推

進
、

治
療

的
支

援
の

実
施

、
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

ケ
ア

か
ら

ア
フ

タ
ー

ケ
ア

ま
で

の
継

続
し

た
支

援
な

ど
が

求
め

ら
れ

て
い

る
（

p.
14

）
保

育
士

は
、

保
育

所
だ

け
で

な
く

、
社

会
的

養
護

を
担

う
施

設
や

障
害

の
あ

る
子

ど
も

を
対

象
と

し
た

施
設

な
ど

で
生

活
支

援
を

す
る

専
門

職
で

す
。

で
す

か
ら

、
対

象
の

年
齢

や
発

達
、

福
祉

ニ
ー

ズ
の

違
い

に
応

じ
て

生
活

支
援

お
よ

び
家

庭
支

援
を

行
う

専
門

性
を

保
育

士
は

持
つ

こ
と

が
求

め
ら

れ
ま

す
。（

p.
50

）。

　
実

習
の

最
大

の
目

的
は

、
主

に
保

育
士

の
子

ど
も

や
利

用
者

に
対

す
る

関
わ

り
（

指
導

や
援

助
の

実
際

な
ど

）
を

通
し

て
、

保
育

実
践

と
い

う
具

体
的

な
「

事
実

」
を

学
ぶ

こ
と

で
す

。（
p.
11

）。
　

施
設

で
行

わ
れ

て
い

る
子

育
て

支
援

活
動

や
保

護
者

へ
の

支
援

活
動

の
実

際
に

ふ
れ

な
が

ら
、

現
代

社
会

に
お

け
る

保
護

者
の

子
育

て
を

支
え

る
施

設
の

役
割

に
つ

い
て

理
解

す
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

施
設

に
お

け
る

子
育

て
支

援
の

基
本

と
な

る
考

え
方

は
、

保
護

者
や

地
域

の
関

係
機

関
と

連
携

の
も

と
、

①
「

利
用

児
/
者

の
最

善
の

利
益

を
考

慮
し

、
利

用
児

/
者

の
福

祉
を

重
視

」
す

る
こ

と
、
②

保
護

者
と

共
に

「
利

用
児

/
者

へ
の

愛
情

や
成

長
を

喜
ぶ

気
持

ち
を

共
感

し
合

う
」

こ
と

で
す

。
と

り
わ

け
、

乳
児

院
等

に
お

け
る

子
育

て
支

援
に

は
、

①
施

設
に

入
所

し
て

い
る

子
ど

も
の

保
護

者
に

対
す

る
支

援
と

、
②

地
域

に
お

け
る

子
育

て
家

庭
へ

の
支

援
も

存
在

し
ま

す
（

pp
.11

-1
2）

。
　

施
設

で
保

育
や

養
護

に
か

か
わ

る
職

員
の

方
々

と
一

緒
に

働
く

た
め

に
は

、
チ

ー
ム

の
一

員
と

し
て

連
携

や
協

同
的

な
姿

勢
が

必
須

と
な

り
ま

す
。

国
家

資
格

で
あ

る
保

育
士

の
資

格
取

得
を

目
指

す
学

生
に

お
い

て
も

、
こ

れ
ま

で
以

上
に

子
ど

も
や

利
用

者
の

人
権

に
配

慮
し

、
守

秘
義

務
を

遵
守

し
、

体
罰

な
ど

の
禁

止
、

性
差

別
に

よ
る

固
定

的
な

性
別

役
割

分
業

を
与

え
な

い
な

ど
、

専
門

職
と

し
て

の
倫

理
観

に
基

づ
い

た
実

習
を

意
識

し
な

く
て

は
な

り
ま

せ
ん

（
p.
12

）。

20
15

年
萌

文
書

林
よ

り
深

く
理

解
で

き
る

施
設

実
習

１
．「

保
育

士
が

勤
め

る
現

場
は

、
保

育
所

だ
け

で
は

な
い

」
と

い
う

現
実

　
養

成
校

の
様

々
な

科
目

を
学

ぶ
中

で
、

入
学

前
こ

そ
保

育
所

保
育

士
を

志
し

て
い

た
も

の
の

、
施

設
に

つ
い

て
学

び
、

ま
た

施
設

実
習

を
経

験
す

る
こ

と
で

、
施

設
へ

の
就

職
を

目
指

す
学

生
が

例
年

数
多

く
い

ま
す

。～
中

略
～

こ
の

よ
う

に
い

ま
ま

で
知

ら
な

か
っ

た「
自

分
の

専
門

性
を

活
か

す
こ

と
の

で
き

る
分

野
」

を
知

る
と

い
う

意
味

で
は

、
施

設
実

習
は

あ
な

た
の

視
野

を
、

そ
し

て
就

職
先

の
候

補
を

広
げ

る
こ

と
に

、
大

き
く

影
響

す
る

体
験

で
あ

る
と

言
え

る
で

し
ょ

う
（

p.
6）

。



－89－

保育者養成課程における保育ソーシャルワーク教育の課題－「施設実習」の保育ソーシャルワークにかかるカリキュラムからの考察－
出

版
年

出
版

社
タ

イ
ト

ル
名

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
ク

へ
の

言
及

施
設

実
習

の
必

要
性

へ
の

言
及

（
意

義
・

目
的

等
）

２
．「

保
育

所
保

育
士

に
は

、
施

設
に

つ
い

て
の

理
解

が
不

可
欠

」
と

い
う

現
実

　
養

成
校

を
卒

業
し

て
保

育
の

現
場

に
入

る
人

の
圧

倒
的

多
数

は
、

や
は

り
保

育
所

お
よ

び
幼

稚
園

に
進

み
ま

す
。し

か
し

近
年

は
、む

し
ろ

保
育

所
お

よ
び

幼
稚

園
に

従
事

す
る

人
こ

そ
、施

設
に

お
け

る
福

祉
サ

ー
ビ

ス
や

そ
の

実
態

、
入

所
（

通
所

）
児

童
や

そ
の

家
庭

が
抱

え
る

課
題

な
ど

に
つ

い
て

、
理

解
し

て
お

く
こ

と
が

求
め

ら
れ

て
い

ま
す

。
～

中
略

～
保

育
所

や
幼

稚
園

は
児

童
虐

待
対

応
の

専
門

機
関

で
は

あ
り

ま
せ

ん
が

、児
童

虐
待

に
い

ち
早

く
気

づ
き

、子
ど

も
た

ち
を

救
う

場
で

あ
る

と
言

え
ま

す
。

と
い

う
こ

と
は

、
被

虐
待

児
が

数
多

く
措

置
さ

れ
て

い
る

児
童

養
護

施
設

や
母

親
へ

の
D
V

と
い

う
間

接
的

な
形

で
心

理
的

虐
待

の
被

害
に

遭
っ

た
子

ど
も

が
措

置
さ

れ
る

母
子

生
活

支
援

施
設

な
ど

に
つ

い
て

、
一

定
の

理
解

は
不

可
欠

で
す

。
～

中
略

～
国

は
近

年
、

施
設

養
育

か
ら

里
親

養
育

へ
の

転
換

を
図

っ
て

お
り

、
今

後
里

親
家

庭
で

生
活

す
る

未
就

学
児

が
増

え
る

見
込

み
で

す
。

そ
の

子
ど

も
た

ち
の

多
く

が
、

あ
な

た
の

勤
務

先
で

あ
る

子
ど

も
園

等
に

通
園

す
る

可
能

性
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
児

童
相

談
所

お
よ

び
児

童
相

談
所

一
時

保
護

施
設

で
の

一
時

保
護

か
ら

里
親

委
託

ま
で

の
生

活
や

、
乳

児
院

や
児

童
養

護
施

設
に

お
け

る
里

親
支

援
の

実
際

、
里

親
家

庭
に

移
る

際
の

状
況

等
に

つ
い

て
理

解
し

て
お

く
こ

と
は

、
子

ど
も

園
等

で
の

支
援

の
質

を
高

め
る

た
め

に
も

有
用

だ
と

言
え

る
で

し
ょ

う
。（

pp
.6-

7）
。

３
．「

福
祉

ニ
ー

ズ
を

も
つ

子
ど

も
と

、
保

育
所

・
幼

稚
園

等
で

向
き

合
う

」
と

い
う

現
実

　
保

育
所

に
従

事
す

る
あ

な
た

は
、

児
童

発
達

支
援

セ
ン

タ
ー

の
保

育
士

か
ら

助
言

指
導

を
受

け
る

こ
と

、
あ

る
い

は
児

童
発

達
支

援
セ

ン
タ

ー
の

保
育

士
か

ら
の

助
言

指
導

を
受

け
る

こ
と

、
あ

る
い

は
情

報
共

有
す

る
可

能
性

が
あ

り
ま

す
。

保
育

所
等

に
通

園
し

つ
つ

、
並

行
し

て
児

童
発

達
支

援
セ

ン
タ

ー
で

の
療

育
を

活
用

す
る

ケ
ー

ス
も

あ
る

こ
と

か
ら

、障
害

児
福

祉
サ

ー
ビ

ス
に

つ
い

て
理

解
し

て
お

く
必

要
性

は
年

々
高

ま
っ

て
い

る
と

言
え

ま
す

（
p.
8）

。
20

19
年

中
央

法
規

保
育

実
習

　
保

育
士

に
は

子
ど

も
と

直
接

か
か

わ
る

「
保

育
」

を
行

う
だ

け
で

は
な

く
、

福
祉

専
門

職
と

し
て

、
子

育
て

家
庭

へ
の

支
援

や
地

域
レ

ベ
ル

で
の

子
育

て
支

援
、

子
ど

も
が

健
や

か
に

育
つ

た
め

の
地

域
社

会
環

境
の

整
備

等
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。

こ
う

し
た

職
務

は
、い

わ
ゆ

る「
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

ク
」

の
実

践
と

考
え

る
こ

と
が

出
来

る
（

p.
17

）。

　
現

在
の

保
育

現
場

で
は

特
別

な
支

援
を

必
要

と
す

る
子

ど
も

が
増

加
し

て
お

り
、

そ
の

よ
う

な
子

ど
も

や
保

護
者

へ
の

支
援

が
求

め
ら

れ
て

い
る

。
そ

の
た

め
保

育
士

に
は

、
保

育
の

専
門

性
に

加
え

、
様

々
な

問
題

を
か

か
え

た
子

ど
も

や
保

護
者

を
理

解
し

、
適

切
な

援
助

を
行

う
と

い
っ

た
専

門
性

が
求

め
ら

れ
て

い
る

。
～

中
略

～
施

設
で

働
く

施
設

保
育

士
は

、
家

庭
や

保
護

者
の

何
ら

か
の

問
題

や
影

響
を

受
け

た
子

ど
も

、
ま

た
は

障
害

の
あ

る
子

ど
も

や
成

人
へ

の
支

援
を

行
っ

て
い

る
。

～
中

略
～

施
設

実
習

は
、

家
庭

で
の

養
護

の
機

会
と

環
境

に
恵

ま
れ

な
い

子
ど

も
に

対
す

る
代

替
の

施
設

、
障

害
の

あ
る

子
ど

も
の

施
設

、
情

緒
・
行

動
面

に
問

題
の

あ
る

子
ど

も
を

養
育

す
る

施
設

で
行

わ
れ

る
。

し
か

し
、施

設
の

種
別

に
よ

っ
て

、
子

ど
も

た
ち

の
入

所
前

後
の

生
活

背
景

、
年

齢
や

発
達

特
性

に
は

違
い

が
あ

る
。

し
た

が
っ

て
施

設
実

習
で

は
子

ど
も

た
ち

そ
れ

ぞ
れ

の
生

活
背

景
、

年
齢

や
発

達
特

性
に

つ
い

て
理

解
を

深
め

、
そ

れ
に

応
じ

た
か

か
わ

り
に

つ
い

て
学

ぶ
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

ま
た

、
子

ど
も

の
理

解
に

基
づ

く
保

育
士

の
か

か
わ

り
を

学
ぶ

こ
と

で
、

施
設

の
機

能
や

役
割

、
施

設
の

お
か

れ
た

地
域

の
状

況
と

連
携

に
つ

い
て

も
理

解
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。さ

ら
に

、子
ど

も
た

ち
と

そ
の

家
族

が
置

か
れ

て
い

る
状

況
や

環
境

に
つ

い
て

知
り

、
学

び
を

深
め

る
こ

と
で

、
現

在
の

子
ど

も
達

を
取

り
巻

く
社

会
状

況
や

課
題

に
つ

い
て

も
考

察
を

深
め

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
（

p.
12

4）
。
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出
版

年
出

版
社

タ
イ

ト
ル

名
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

ク
へ

の
言

及
施

設
実

習
の

必
要

性
へ

の
言

及
（

意
義

・
目

的
等

）
20

19
年

福
村

出
版

保
育

者
の

資
質

・
能

力
を

育
む

　
保

育
所

・
施

設
・

幼
稚

園
実

習
指

導

　
保

育
士

資
格

を
取

得
す

る
た

め
に

は
、

国
（

厚
生

労
働

省
）

が
定

め
た

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

に
沿

っ
て

単
位

を
取

得
し

て
い

か
な

け
れ

ば
な

り
ま

せ
ん

。
そ

の
保

育
実

習
Ⅰ

（
施

設
）

と
保

育
実

習
Ⅲ

で
は

保
育

所
以

外
の

児
童

福
祉

施
設

等
で

の
実

習
が

定
め

ら
れ

て
い

ま
す

。
そ

れ
は

な
ぜ

で
し

ょ
う

か
。

保
育

士
が

活
躍

す
る

場
は

保
育

所
だ

け
で

は
な

い
か

ら
で

す
。

ご
存

じ
の

通
り

、
保

育
所

も
児

童
福

祉
法

に
定

め
ら

れ
た

児
童

福
祉

施
設

で
す

が
、

保
育

所
以

外
の

児
童

福
祉

施
設

、
た

と
え

ば
乳

児
院

や
児

童
養

護
施

設
な

ど
で

も
多

く
の

保
育

士
が

活
躍

し
て

い
ま

す
。

施
設

実
習

を
通

し
て

理
解

し
て

ほ
し

い
の

は
、

①
子

ど
も

の
生

活
を

支
援

す
る

こ
と

、
②

多
様

な
専

門
職

が
働

く
場

で
あ

る
こ

と
、

③
児

童
福

祉
施

設
へ

の
適

切
な

理
解

、
④

地
域

に
根

付
く

施
設

の
あ

り
方

な
ど

で
す

。
こ

れ
ま

で
の

学
を

も
と

に
、

児
童

福
祉

施
設

の
実

際
に

つ
い

て
の

理
解

を
深

め
て

ほ
し

い
と

思
い

ま
す

（
p.
13

1）
。

20
14

年
同

文
書

院
知

り
た

い
と

き
に

す
ぐ

わ
か

る
幼

稚
園

・
保

育
所

・
児

童
福

祉
施

設
等

実
習

ガ
イ

ド

　
施

設
で

の
実

習
で

は
、

普
段

か
か

わ
る

こ
と

の
少

な
い

、
さ

ま
ざ

ま
な

事
情

を
抱

え
た

子
ど

も
た

ち
や

障
害

を
も

っ
た

人
と

接
す

る
こ

と
に

な
り

ま
す

。
偏

見
な

ど
誤

っ
た

先
入

観
は

、
実

習
を

実
り

あ
る

も
の

に
は

し
て

く
れ

ま
せ

ん
。

も
し

自
分

の
こ

こ
ろ

の
な

か
に

何
ら

か
の

先
入

観
の

よ
う

な
も

の
が

あ
る

と
気

付
い

た
な

ら
、

実
習

担
当

の
教

員
と

の
面

談
な

ど
を

通
し

て
、

社
会

的
養

護
が

必
要

な
人

達
に

対
し

正
し

く
理

解
で

き
る

よ
う

、
心

の
準

備
を

整
え

て
お

く
こ

と
も

大
切

な
事

前
学

習
の

１
つ

で
す

。（
p.
70

）。
　

保
育

士
資

格
を

取
得

す
る

た
め

に
は

、
保

育
所

だ
け

で
は

な
く

、
児

童
福

祉
施

設
、

障
害

児
・

者
施

設
な

ど
社

会
福

祉
施

設
で

の
実

習
が

必
修

で
す

。
こ

の
こ

と
を

、
養

成
校

入
学

後
に

初
め

て
知

る
人

が
少

な
く

あ
り

ま
せ

ん
。

～
中

略
～

第
１

の
理

由
は

、
保

育
所

が
児

童
福

祉
施

設
の

１
つ

だ
か

ら
で

す
。

つ
ま

り
児

童
福

祉
施

設
の

１
つ

で
あ

る
保

育
所

の
専

門
職

と
な

る
た

め
に

は
、

保
育

所
以

外
の

児
童

福
祉

施
設

で
の

仕
事

を
知

る
必

要
が

あ
る

と
い

う
こ

と
で

す
。

　
第

2の
理

由
は

、
保

育
士

が
多

く
の

児
童

福
祉

施
設

に
配

置
さ

れ
る

職
員

の
な

か
に

含
ま

れ
て

い
る

か
ら

で
す

。
ま

た
児

童
福

祉
施

設
だ

け
で

は
な

く
、

障
害

者
支

援
施

設
な

ど
の

福
祉

施
設

や
高

齢
者

福
祉

施
設

な
ど

で
も

保
育

士
は

活
躍

し
て

い
ま

す
。

知
的

障
害

者
を

対
象

と
し

た
福

祉
施

設
で

は
、職

員
配

置
の

「
最

低
基

準
」

に
保

育
士

は
含

ま
れ

て
い

ま
せ

ん
。

し
か

し
、

子
ど

も
た

ち
の

健
や

か
な

成
長

・
発

達
を

促
し

、
声

明
を

守
る

保
育

士
の

専
門

的
な

知
識

や
技

能
は

、
障

害
を

持
っ

て
い

る
人

た
ち

の
療

育
に

も
役

に
立

ち
ま

す
。

　
第

3の
理

由
は

、
今

日
、

保
育

所
に

お
い

て
も

専
門

的
な

ケ
ア

を
必

要
と

す
る

子
ど

も
た

ち
が

増
加

し
て

い
る

か
ら

で
す

。
さ

ま
ざ

ま
な

問
題

を
抱

え
た

子
ど

も
た

ち
を

理
解

し
て

保
育

が
で

き
る

よ
う

に
な

る
た

め
に

、
高

い
専

門
性

が
求

め
ら

れ
て

い
ま

す
。

さ
ま

ざ
ま

な
福

祉
施

設
の

実
習

を
通

し
て

、
子

ど
も

の
権

利
を

護
り

、
生

活
を

守
っ

て
支

え
て

い
く

こ
と

の
大

切
さ

を
理

解
し

、
子

育
て

の
重

要
性

を
理

解
す

る
こ

と
が

、
児

童
・

社
会

福
祉

施
設

は
も

ち
ろ

ん
、

保
育

所
で

の
保

育
に

つ
な

が
る

か
ら

で
す

。（
p.
71

）
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保育者養成課程における保育ソーシャルワーク教育の課題－「施設実習」の保育ソーシャルワークにかかるカリキュラムからの考察－
出

版
年

出
版

社
タ

イ
ト

ル
名

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
ク

へ
の

言
及

施
設

実
習

の
必

要
性

へ
の

言
及

（
意

義
・

目
的

等
）

20
19

年
全

国
社

会
福

祉
協

議
会

保
育

専
門

職
と

保
育

実
践

―
―

保
育

実
習

/
保

育
内

容
の

理
解

と
実

践

　
地

域
の

す
べ

て
の

子
ど

も
と

保
護

者
の

代
弁

者
と

し
て

の
意

識
を

も
つ

こ
と

も
重

要
で

あ
る

。
～

中
略

～
保

護
者

の
代

弁
者

と
な

り
、

保
育

内
容

や
制

度
を

充
実

し
て

い
く

よ
う

な
は

た
ら

き
（

ソ
ー

シ
ャ

ル
ア

ク
シ

ョ
ン

）
に

つ
な

げ
る

必
要

も
あ

る
。

こ
の

場
合

、
主

任
児

童
委

員
を

は
じ

め
と

し
て

、
児

童
相

談
所

や
福

祉
事

務
所

・
学

校
・

行
政

な
ど

の
関

係
者

と
連

携
・

協
働

す
る

こ
と

が
大

切
で

あ
る

。
さ

ま
ざ

ま
な

場
面

で
、

社
会

福
祉

の
専

門
職

で
あ

る
保

育
士

・
保

育
教

諭
と

し
て

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
ク

等
の

機
能

も
生

か
し

な
が

ら
、

子
ど

も
を

取
り

巻
く

家
庭

や
地

域
全

体
に

視
野

を
向

け
、

常
に

子
ど

も
の

福
祉

の
向

上
を

考
え

る
意

識
を

も
つ

こ
と

が
大

切
で

あ
る

。
（

p.
25

）。

　
子

ど
も

達
は

親
の

家
庭

で
暮

ら
す

こ
と

を
夢

に
見

て
い

る
。

そ
の

た
め

に
児

童
福

祉
施

設
等

で
は

、
生

活
支

援
だ

け
で

な
く

、
家

族
再

統
合

に
向

け
た

フ
ァ

ミ
リ

ー
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

ク
も

施
設

で
は

重
要

な
任

務
と

な
る

。
～

中
略

～
子

ど
も

や
利

用
者

に
と

っ
て

、
施

設
外

や
事

業
所

外
の

諸
資

源
と

の
関

係
が

、
施

設
入

所
時

や
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

す
る

時
点

、
そ

の
後

の
施

設
生

活
や

サ
ー

ビ
ス

利
用

中
の

暮
ら

し
、

そ
し

て
施

設
を

対
処

し
た

後
な

ど
の

生
活

の
質

に
大

き
く

か
か

わ
っ

て
く

る
。

そ
の

た
め

施
設

内
だ

け
で

は
な

く
、

外
に

働
き

か
け

て
社

会
資

源
を

活
用

し
、

個
々

の
環

境
を

調
整

す
る

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
ク

が
ケ

ア
ワ

ー
ク

と
連

動
し

合
う

仕
組

み
が

求
め

ら
れ

て
い

る
（

p.
26

0）
。

　
施

設
保

護
が

必
要

な
人

た
ち

と
は

、
当

初
は

生
活

困
窮

と
い

う
問

題
で

あ
っ

た
が

、
日

々
の

糧
を

得
る

術
を

も
た

な
い

子
ど

も
た

ち
は

、
当

然
に

保
護

の
対

象
と

し
て

考
え

ら
れ

た
。

日
本

で
は

、
明

治
時

代
に

石
井

十
次

の
岡

山
孤

児
院

で
子

ど
も

た
ち

の
世

話
を

す
る

仕
事

に
「

保
姆

」
が

活
躍

し
て

い
た

。
や

が
て

戦
後

、
昭

和
22

年
（

19
47

）
年

の
児

童
福

祉
法

制
定

に
よ

り
各

種
の

児
童

福
祉

施
設

が
規

定
さ

れ
、

さ
ら

に
翌

年
の

児
童

福
祉

法
施

行
令

に
よ

り
「

保
母

」
は

、「
児

童
福

祉
施

設
に

お
い

て
、

児
童

の
保

育
に

従
事

す
る

女
子

」
と

示
さ

れ
た

。
こ

の
よ

う
に

当
初

か
ら

就
学

前
児

童
だ

け
で

は
な

く
、

幅
広

い
年

代
の

子
ど

も
を

保
護

し
、
生

活
支

援
を

す
る

さ
ま

ざ
ま

な
児

童
福

祉
施

設
で

働
く

こ
と

が
期

待
さ

れ
て

い
た

。（
p.
25

4）
。
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出
版

年
出

版
社

タ
イ

ト
ル

名
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

ク
へ

の
言

及
施

設
実

習
の

必
要

性
へ

の
言
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、
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。
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で
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を
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、
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が
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携
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が
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が
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・
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に
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知
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ど
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わ
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・
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と連動し合う仕組みが求められている」とあ
るように、児童養護施設における家族の再統
合や社会資源の開発についても、保育ソー
シャルワークの役割として記述されている。
また、保育士の役割としてケアワークとソー
シャルワークが、分けて挙げられており、両
者が連動しつつ支援する必要性まで述べられ
ている。ケアワークとソーシャルワークとい
う2つの役割に分けた記述は、他のテキスト
にはない最大の特徴となっている。つまり、
子どもを支援することにおいてただ単にソー
シャルワークの環境の調整だけではなく、子
ども個別の支援においてケアワークも重要だ
と述べているのである。

これらのテキストの記述に共通しているこ
とは、個別ニーズあるいは特別なニーズを満
たすために環境の整備や調整を行う必要性が
あるということを指摘していることである。
つまり、ここでいうソーシャルワークとは、
子どものみならず、地域や家族といった環境
要素も含めて支援する必要性を含んだものだ
ということである。

また、表4の右欄において、各テキストの
施設実習の必要性に関する理由や根拠に関す
る言及（意義・目的等）の箇所を示した。こ
れらの箇所の内、保育ソーシャルワークを理
解する上で、有機的に連関した記述内容に
なっているかどうかが重要である。この点に
ついては、各テキストにおいて分量を割いて
記述している傾向が見受けられる。本論文で
対象とした「施設実習」のテキスト全8冊の
全てに、共通している部分も多い。共通点と
しては以下の3点を挙げることができる。

1 ．厚生労働省で定める保育士養成施設のカ
リキュラムであるという理由

2 ．児童福祉法により規定された児童福祉施
設に配置されているという理由

3 ．保育所にも福祉ニーズをもった子ども・
家族がいるという理由

この3点の観点から記述しているテキスト
が大半である。その一方で、全国社会福祉協
議会のテキストにおいては、児童福祉施設の
歴史的変遷が記述されており、明治時代ある
いは昭和時代においては生活困窮という社会
的背景があったという説明がなされている。

「なぜ保育士になるために施設実習にいかな
ければならないのか」という点において、現
代的な座標軸だけではなく、このような歴史
的な軸も記述したほうがより立体的に学生の
施設実習に関する必要性が理解出来ると思わ
れる。そして、元々保育士は、生活支援を含
めて福祉的ニーズを抱えた人々を対象とした
ソーシャルワーカーであったという理解にも
つながるだろう。

また、ミネルヴァ書房のテキストにおいて
は、ジェネリックソーシャルワークと関連付
けた施設実習の必要性について言及されてい
る。施設実習においては、児童福祉法に定め
る児童福祉施設のうちのいずれかの施設で実
習を行う。たとえば、ある学生が児童養護施
設に実習に行くとしても、児童養護施設だけ
に通じるソーシャルワーク技法を学びに行く
のではなく、児童福祉施設全体あるいは福祉
施設全体に通じるスキルを獲得可能であると
いう考え方である。つまり、特定施設の個別
の事情だけではなく、アドボカシーやエンパ
ワーメントを含めた技法は障害や施設の種別
を横断したスキルであるという理解を促して
いる内容が記述されている。

4．考察

前節において、複数のテキストを概観した
が、現状においては、保育ソーシャルワーク
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の技法や考え方が、「新しい社会ビジョン」
や「今後の児童養護施設に求められるもの」
に表されているような社会的養護の文脈の中
で、十分に反映されていないと解釈できる。
現段階においては、保育ソーシャルワークの
観点を、施設実習に関わる教育に取り入れる
ための環境が十分に整っていないことが、使
用されているテキストの内容から指摘できよ
う。このことは、施設実習の中で保育ソーシャ
ルワークを学ぶのだというイメージを、 学生
が想定しづらくなることと無関係ではない。
しかし、保育士はあくまで児童福祉法に基づ
く国家資格であり、その資格取得のために本
来はソーシャルワークを基礎とした実践が行
われる必要がある。したがって、保育ソー
シャルワークとは論者によって多義的である
が、そこでは、保育士に求められるケアワー
クの部分と、ソーシャルワークの専門性の部
分を併せ持った技能と倫理を身につけること
が必要であると思われる。 それは、小川が指
摘するように、保育士養成課程を卒業して保
育士となる学生は、ソーシャルワーカーとし
て「連携機能、処遇機能、治療機能、教育機能、
保護機能、ケアマネージャー機能」といった
機能性を有していることを理解することであ
る。7 ）小川も指摘しているが、いまだ保育ソー
シャルワークは、それらの最大の経験の場で
ある施設実習のカリキュラムに十分に取り入
れられていない現状にある。

5．まとめ

ソーシャルワークが保育に求められている
現状はあるものの、実際にはそれが保育士養
成のカリキュラムに 反映されていないことが
本研究において確認できた。保育士養成に必
要な実践教育の場である施設実習に焦点を当
て、保育ソーシャルワーク、およびその目的

や意義がテキストにどのように記述されてい
るかを比較検討した。　

結果として代表的な施設実習のテキストに
も、これが保育ソーシャルワークであるとい
う学生が了解可能な形式として記述されてい
ないまたは、記述の質・内容ともに十分では
ないことが判明した。  また現状において、保
育士養成課程では、学生自身もただでさえ保
育士という存在を保育所保育士だけに限定し
がちであるため、保育ソーシャルワークの実
践の場のイメージが保育士養成課程において
明確化・具体化されていない。

また、「施設実習」のテキストの分析を通
じて、全体的に、どのテキストもケアワーク
とソーシャルワークの違いをさほど意識して
いるようには思われなかった。もちろん、こ
のような二分法で保育全体を語ることに対し
ては慎重にならねばならない。しかしその一
方で、保育ソーシャルワークを導入するなら
ケアワークとの比較で考えるほうがより一層
理解が深まるだろう。端的に、「保育士には
家族への支援も必要」、「子どもの最善の利益
をするために意見表明権を担保せよ」といっ
たところで 学生も理解しづらいことが想定さ
れる。それよりは、「保育においては個別の
ケアも必要だけれど、家族や関係者との意見
の調整といったソーシャルワークも必要であ
る」といったように、両者をまず分けてそれ
ぞれの特徴の違いを意識しつつ、保育士に求
められるソーシャルワーク的な機能 が学ぶほ
うが 良いと考える。また、そのことは現在働
いている現場の保育者にも求められるだろ
う。その意味で、保育ソーシャルワークを今
後、実質的な形で保育士養成課程のカリキュ
ラムとしていくのは学内のカリキュラムの見
直しのみならず学外への啓発を必要としてい
る。つまり、早急に保育士養成校の教育の中
で保育ソーシャルワークの具体化が望まれる
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とともに、保育ソーシャルワークの教育実践
をアカデミズムのみならず現場の個々の保育
士や実習指導者にも 理解して頂く必要があろ
う。その意味で保育養成課程の教員に課され
ている課題は多いといえる。
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